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美
里
町
の
催
事
〜
小
牛
田
駅
〜

「
え
き
フ
ェ
ス
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」

大
崎
市
の
催
事
〜
鳴
子
温
泉
駅
〜

宮
城
オ
ル
レ
『
大
崎
・
鳴
子
温
泉
コ
ー
ス
』

▲鳴子峡の大自然を満喫
　できます！ ▲大人気のレールスター試乗会は必見！

最
上
町
の
催
事
〜
赤
倉
温
泉
駅
〜

「
最
上
町
新
そ
ば
ま
つ
り
」

舟
形
町
の
催
事
〜
長
沢
駅
な
ど
〜

「
ふ
な
が
た
若
鮎
ま
つ
り
」

９
月
７
日
か
ら
８
日
開
催
予
定

新
庄
市
の
催
事
〜
新
庄
駅
〜

「『
快
速
湯
け
む
り
号
』
に
手
を
振
ろ
う
！
」

〜
列
車
で
ぐ
る
っ
と
地
域
た
び
〜

「
陸
羽
東
線
」
沿
線
の
ご
紹
介

今回は、陸羽東線沿線の自治体が実施しているイベント情報を、
沿線５市町の共同広報でお届けします！
ぜひ列車をご利用いただき、遊びに来てください！

▲「快速湯けむり号」の様子　撮影：第７回最上小国川写真コンテスト最優秀賞　千葉　学　氏（宮城県大崎市）、タイトル「陽春の最上路」

美里町大崎市最上町

舟形町

新庄市

　
美
里
町
は
、
面
積
の
約
70
％

を
水
田
や
畑
が
占
め
て
い
て
、

古
く
か
ら
宮
城
県
の
食
料
基
地

と
し
て
農
業
が
盛
ん
な
町
で
す
。

　
豊
か
な
田
園
風
景
が
広
が
る

こ
の
町
に
駅
舎
を
構
え
る
「
小

牛
田
駅
」
は
、
東
北
本
線
・
陸

羽
東
線
・
石
巻
線
が
交
差
す

る
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
古
く

か
ら
、
そ
し
て
現
在
も
多
く
の

方
に
利
用
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

安
産
の
神
様
で
知
ら
れ
る
山
神

社
。
そ
の
参
拝
者
か
ら
親
し
ま

れ
る
「
山
の
神
ま
ん
じ
ゅ
う
」

は
お
土
産
に
お
す
す
め
で
す
。

　
大
崎
市
は
、
昨
年
生
誕
60
周

年
を
迎
え
た
サ
サ
ニ
シ
キ
発
祥
の

地
で
あ
り
、
米
ど
こ
ろ
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
Ｊ
Ｒ

陸
羽
東
線
の
13
の
駅
が
あ
り
、
実

り
の
秋
に
は
沿
線
に
黄
金
色
に
輝

く
稲
穂
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
広
が
り

ま
す
。
一
番
の
お
す
す
め
は
「
鳴

子
温
泉
駅
」
か
ら
「
中
山
平
温

泉
駅
」
の
区
間
で
、
全
国
屈
指

の
景
勝
地
「
鳴
子
峡
」
の
車
窓
か

ら
の
眺
め
は
圧
巻
で
す
。
紅
葉
期

に
は
、
渓
谷
内
を
減
速
し
て
走
行

し
、
普
段
と
は
ま
た
違
っ
た
角
度

か
ら
紅
葉
の
美
し
さ
を
堪
能
で
き

ま
す
。

　
最
上
町
で
は
、
一
年
を
通

し
て
季
節
を
楽
し
め
ま
す
。

夏
は
「
前
森
高
原
」
で
、
乗

馬
体
験
や
ア
ウ
ト
ド
ア
、
冬

は
「
赤
倉
温
泉
ス
キ
ー
場
」

で
、
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
満
喫
で
き
ま
す
。
ま
た
、

町
内
に
は
赤
倉
温
泉
、
大
堀

温
泉
、
瀬
見
温
泉
が
あ
り
、

効
能
の
異
な
る
温
泉
が
楽
し

め
ま
す
。

　
宮
城
県
境
に
は
松
尾
芭

蕉
が
宿
泊
し
た
と
さ
れ
る
国

重
要
指
定
文
化
財
「
封
人

の
家
」
や
、
日
本
海
と
太

平
洋
に
分
岐
す
る
「
分
水

嶺
」
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

舟
形
町
の
中
央
を
流
れ

る
清
流
最
上
小
国
川
は
、

田
畑
を
潤
す
だ
け
で
な
く

香
り
高
い
鮎
を
も
育
て
、
そ

の
鮎
を
求
め
て
全
国
か
ら
多

く
の
釣
り
人
が
訪
れ
ま
す
。

川
の
ほ
と
り
か
ら
は
、
約
４

５
０
０
年
前
の
土
偶
で
あ
る

国
宝
「
縄
文
の
女
神
」
が

出
土
し
ま
し
た
。

　
町
に
は
、
川
に
沿
う
よ
う

に
陸
羽
東
線
長
沢
駅
、
東

長
沢
駅
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
奥
羽
本
線
舟
形
駅
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
い
た

だ
き
、
舟
形
町
に
遊
び
に
き

て
く
だ
さ
い
。

明
治
36
年
に
、
新
庄
初

と
な
る
鉄
道
「
奥
羽
線
」

が
敷
か
れ
新
庄
駅
が
開
業

し
ま
し
た
。
以
降
、
大
正

3
年
に
陸
羽
西
線
が
開
通
、

同
6
年
に
は
陸
羽
東
線
が

開
通
し
、
日
本
海
と
太
平

洋
を
結
ぶ
鉄
路
が
敷
か
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
新
庄
で
鉄
路

が
交
差
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
路
も
国
道
13

号
と
国
道
47
号
が
交
差
す

る
こ
と
か
ら
「
東
北
の
十
字

路
」
と
呼
ば
れ
る
交
通
の
要

衝
と
な
り
、
古
く
か
ら
「
人

と
モ
ノ
が
行
き
交
う
ま
ち
」

と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
８
月
に
小
牛
田
駅
構
内
で
開
催
さ
れ

る
「
え
き
フ
ェス
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
で
は
、
車
両

の
展
示
や
レ
ー
ル
ス
タ
ー
試
乗
会
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

な
ど
が
用
意
さ

れ
、
多
く
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。
皆
さ

ん
ぜ
ひ
、
電
車

を
利
用
し
て
美

里
町
に
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

鳴
子
峡
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
鳴
子
温
泉
駅
ま

で
の
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
に
は
、
鳴
子

峡
を
中
心
と
し
た
大
自
然
や
「
奥
の
細
道
」

が
あ
り
、
自
然
や
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
歩
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ゴ
ー
ル
の
鳴
子
温
泉
駅

に
は
足
湯
が
あ

り
、
足
の
疲

れ
を
癒
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（
11
月
下
旬
〜

4
月
下
旬
ま

で
冬
季
閉
鎖
）

最
上
町
の
新
そ
ば
を
堪
能
し
、
赤

倉
温
泉
に
入
浴
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
新
そ
ば
ま
つ
り
は
毎
年
11
月
に

開
催
さ
れ
、
県
内
外
を
問
わ
ず
、
多

く
の
方
々
か
ら

ご
来
場
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

薫
り
高
い
「
最

上
早
生
」
の
新

そ
ば
を
、
ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

町
内
で
最
大
規
模
の
イ
ベン
ト
で
あ

る
こ
の
ま
つ
り
で
は
、
鮎
の
塩
焼
き
を

は
じ
め
と
し
た
町
の
特
産
品
の
販
売
や

友
好
都
市
か
ら
の
出
店
に
加
え
、
大

人
気
の
鮎
の
つ
か
み
ど
り
体
験
な
ど
の

催
し
が
目
白
押
し

で
す
。
ま
た
、
豪

華
ゲ
ス
ト
に
よ
る

歌
謡
シ
ョ
ー
、
町

芸
術
文
化
協
会
な

ど
に
よ
る
各
種
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
ま
す
。

土
日
祝
日
を
中
心
に
、
仙
台
駅
〜
新

庄
駅
間
で
運
行
す
る
こ
の
電
車
は
、
鉄

道
開
業
当
時
の
客
車
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
レ

ト
ロ
な
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
た
電
車
で
す
。

四
季
折
々
の
田
園
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、

沿
線
の
地
酒
や
特
産
品
を
堪
能
で
き
ま

す
。
陸
羽
東
西
線
利
用
推
進
協
議
会
で

は
、
湯
け
む
り
号
の

乗
客
に
向
け
て
沿
線

か
ら
手
を
振
り
、
お

も
て
な
し
を
す
る
運

動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
手
を
振
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
！

出発 !

到着 !

「山形県春の観光キャンペーン」を開催！

　山形県では 4月 1日㈪～ 6月 30 日㈰まで、ＪＲ
東日本と連携して「山形県春の観光キャンペーン」
を開催します。
　本キャンペーンでは「心ほどけるやまがた」を
キャッチコピーに、地元の方とのつながりや、地
域の本物に触れる体験を通して、ストーリーや「お
もてなし」の心を感じ、本当の自分を見つけられ
るような企画を準備しています。
　山形の魅力を満喫できる体験やイベントに、ぜ
ひご参加ください！

共同広報の取り組み

今回の記事は、陸羽東線の
沿線である 5 市町に協力い
ただき、同様の内容を各自
治体の広報誌に掲載してい
ます。今後も自治体同士が
手を取り合い、地域活性化
に寄与できるような情報をお
届けして参ります。今後もご
注目ください！

特　集 「陸羽東線」沿線５市町と JRの取組


